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( 科目コード：8500520002JJ)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】マイコン
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・2 年次
【担当教員】

須田 健二

【授業目標・教育方針】
マイコンは、各種産業機器、事務機器から家庭電化製品、自動車に至るまで普及し、今後なお一層の拡大が予想され
る。このため、電子情報系の学生は将来、マイコンを自社製品に組み込んだ装置の開発や、システムの制御をこなす
ことが期待されている。そこで、電子情報処理技術者を目指す学生が、マイコン制御のために必要な機械語とアセン
ブリ言語によるプログラムの作り方を学び、引き続くコンピュータやマイコンシステムのハードウェアの設計の講義
につなげる。

【授業概要】
マイコンとは何か、どのように使われているのか、どうやって動いているのかなどの 基礎知識を与える。具体的に
は、8 ビットマイクロプロセッサ Z-80 をとりあげ、簡単な機械命令から順次説明していき、覚えた機械命令を使って
簡単な機械語プログラムを作り、だんだんと大きな機械語プログラムを作成できるように教授する。その後、ア セン
ブリ言語について説明し、より大きな機械語プログラムを簡単に能率良く開発できることを体験させる。最後に、情
報処理技術者試験用のアセンブラ「CASL Ⅱ」について説明する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：マイコン応用システムの基礎 Z-80/8085 対応 ソフトウェア編：須田健二・依田勝：共立出版：4-320-02757-4
参考書：Z-80 プログラミング演習：大下眞二郎：学献社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学と実験室でのマイコンを使った実習

【メッセージ】
時間通りに授業を始めるので遅刻しないよう注意する。出席は毎回とり、遅刻２回は１回の欠席扱いとする。質問は
授業中・授業後でも随時受け付けるので、遠慮しないで欲しい。授業中の私語はやめてもらいたい。黒板に書いた事
項は、ノートに必ずとること。関連科目として「計算機概論」があり、２進数や１６進数については十分良く理解し
ていることが必要である。

【リンク】
http://ruby.nat.gunma-ct.ac.jp/~jabee

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%，その他：レポートの評価を成績に反映することもある。　
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，その他：レポートの評価を成績に反映することもある。

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：マイコン）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 講義の概要 講義のねらい、講義概要について説明する。我々の身
のまわりでマイコンがたくさん使われていること。マ
イコンで機械等を制御する際にプログラム（機械語、
アセンブリ言語）が必要であることを学ぶ。

第 2 回 マイコンとは マイコンと何か、マイコンの誕生とその後の発展につ
いて学ぶ。マイコンは LSI の集合体であること、ま
た、マイクロプロセッサとマイクロコンピュータとの
違いなどについて学ぶ。

第 3 回 マイコンのシステム構成 コンピュータのシステム構成とマイコンのシステム構
成の違い、マイコンの種類、マイコンのハードウェア
とソフトウェアについて学び、マイコンでは、さらに
ファームウェアが大事であることを強調する。

第 4 回 2 進数の復習 マイコンのプログラム作成という観点から、2 進数の
復習を行う。2 進数と 16 進数、負数の２の補数表示、
BCD 符号、ASCII や JIS 符号、2 進数の算術・論理演
算などである。

レポート１

第 5 回 機械語を学ぶ前に 機械語のプログラムを作る際に必要となる、必要最小
限のマイコンのハードウェアについて学ぶ。マイクロ
プロセッサ Z-80 の内部構成（特にレジスタの構成、
メモリのアドレス空間、I/O 空間などについて学ぶ。

第 6 回
～ 7 回

データ転送命令 機械語で最も多く使用されるデータ転送命令について
学ぶ。8 ビットのデー タ、16 ビットのデータ転送命
令、レジスタ対の内容を交換する命令、番地の直接指
定によるメモリとレジスタ間のデータ転送命令、番地
の間接指定によるメモリとレジスタ間のデータ転送命
令、覚えた命令を使って簡単な機械語プログラムを
作って、教育用マイコンで実習する。

第 8 回
～ 9 回

算術論理演算命令 データ演算命令である算術・論理演算命令について学
ぶ。レジスタ命令、 8 ビット加算・減算命令、16 ビッ
ト加算命令、BCD 符号による加算・減算、 論理演算
命令などについて学習した後、簡単なプログラムを
作って教育用マイコンで実習する。

第 10 回 ローテート・シフト命令 ローテート・シフト命令について学ぶ。8085MPU と共
通のローテート命令、Z-80 で拡張されたローテート命
令、Z-80 で拡張されたシフト命令などについて学ぶ。

第 11 回 演算結果とフラグ 演算結果によってセットされるフラグについて学び、
教育用マイコンで実際に演算結果とフラグの状態を調
べる。

第 12 回～ 13 回 比較・ジャンプ命令 条件判断やくり返し処理に利用される比較・ジャンプ
命令について学ぶ。比較命令、8085 と共通なジャンプ
命令、Z-80 で拡張されたジャンプ命令などについて学
び、覚えた命令を使って、級数の和、8 ビット同士の
乗算、8 ビット同士の除算などを求めるプログラムを
作ってみる。

第 14 回 サブルーチンとスタック メインプログラムからサブルーチンに処理を移すとき
に必要なコール命 令、サブルーチンからメインに処理
を戻す際に必要なリターン命令を学ぶ。そして、サブ
ルーチンからメインに戻る際にスタックが使用されて
いること、さらにスタック操作命令について学ぶ。

レポート２

第 15 回 タイマルーチン プログラムで一定の時間を作るタイマルーチンについ
て学ぶ。そして、プログラムが与えられた時に、その
処理時間の計算の仕方、逆に一定時間が与えられた時
の機械語プログラムの作り方について学ぶ。

第 16 回～ 19 回 入出力命令 入出力命令と入出力装置とのデータのやりとりの方法
について学ぶ。具体的には、PPI8255 を使ったパラレ
ルデータの入出力のやり方とプログラム、USART8251
を使ったシリアルデータの入出力のやり方とプログラ
ムについて学ぶ。

レポート３

第 20 回～ 25 回 アセンブリ 言語入門 プログラム開発の能率を向上させるために、アセンブ
リ言語が考えられたこと、アセンブリ言語の文法、擬
似命令、マクロ機能などについて学ぶ。その後、基本
的な例題とプログラム（級数の和、データのブロック
転送、シフトによる乗除算、多数バイトの 2 進加算、
符号なしデータの最大値、ソーティング、2 進 10 進変
換、10 進 2 進変換）について学び、簡単なアセンブラ
のプログラムが作れるようにする。

レポート４
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第 26 回～ 30 回 CASLII 入門 情報処理技術者試験用アセンブラである CASLII につ
いて学ぶ。CASLII とは、CASLII の仕様、機械命令、
マクロ命令、擬似命令について概説した後、機械命令
を説明し、覚えた命令を使った簡単なプログラムを作
成する。そして、CASLII による基本プログラムや情
報処理技術者試験の過去問題について学習し、情報処
理技術者試験対策とする。
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